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Ⅰ．平成 28年度総括研究報告  
研究代表者：棚林清（国立感染症研究所バイオセーフティ管理室） 

 
 
Ⅱ．平成 28年度分担研究報告 
   

1. 学部実習における病原体暴露・感染のヒヤリハット事例等の発生改善の試みと 
その効果（藤本 秀士）  
 
 

2. 特定病原体 3種・4種およびその他の取り扱いに関する国際管理基準の 
実効性の検討 （御手洗 聡）  
 

3. 封じ込め実験室における事故・ヒヤリハット事例の収集と効果的対策の検討  
ポリオウイルス病原体バイオリスク管理の国際標準化に関する研究 
（清水 博之） 

 
4. 国内のヒヤリハット事例の収集と評価、研究者の意識に関する考察（安藤 秀二） 

 
 

5. 病原体輸送時のヒヤリハットに関する研究（棚林 清） 
 
 

6. 検査室におけるヒヤリハット情報の共有データベースに関する研究 （重松 美加） 
 
 

7. バイオリスク管理システムの国際規格構築に関する研究２ （重松 美加） 
 

 
 
Ⅲ.研究成果の刊行に関する一覧表 
 


